
スポーツ・健康と地域社会研究班
健康経営・アスリート支援

2015年4月、「地域社会」「スポーツ文化」をテーマに、関西大学経済・政治研究所「スポーツ・健康と地域
社会研究班（SHC研究班）」を結成。さまざまな分野の研究者との共同研究や外部機関との連携によって、多角
的な視点から、健康経営や新たなアスリート支援の研究を行っている。また、関西大学保健体育主事会や関西大
学が設立したNPO法人カイザーズクラブなどの学内機関とも連携して、幅広い情報発信に取り組んでいる。

（１）スポーツ文化の視点から東京2020を捉え直すこと
（２）アスリートサポート協会の活動（新たなアスリート支援としての中小企業のアスリート支援を推進）を発信
（３）健康経営についての啓蒙

連携の経緯

解決すべき課題

「地域社会」「スポーツ文化」をキーワードに、地域スポーツや
企業の健康経営や新たなアスリート支援への貢献・協力に取り組んでいます。

2016年10月5日 関西大学経済・政治研究所×カイザーズクラブ×
関西大学保険体育主事会 合同企画「ランニングの秋を楽しもう」

活動の概要

目 的 地域スポーツ・スポーツ文化・健康経営・アスリート支援への新たな視点の導入と普及

連携メンバー
および役割

一般社団法人アスリートサポート協会
協会代表理事 打越忠夫氏･･･中小企業によるアスリート支援サポート、アスリート指導
協会代表 吉田香織氏･･･中小企業によるアスリート支援サポート、競技

関西大学経済・政治研究所 スポーツ・健康と地域社会研究班（SHC, Sports Health and Community 研究班）
主 幹：社会安全学部教授 亀井克之･･･経営学・リスクマネジメント論からのアプローチ
研究員：人間健康学部教授 杉本厚夫･･･スポーツ社会学・スポーツ文化からのアプローチ

同：人間健康学部教授 西山哲郎･･･スポーツプロモーション・スポーツ文化からのアプローチ
委嘱研究員：大阪芸術大学教授 増田明美氏･･･スポーツジャーナリスム・スポーツ文化からのアプローチ

大妻女子大学教授 尾久裕紀氏･･･医学・リスクマネジメント論からのアプローチ
特定非営利活動法人関西大学カイザーズクラブ･･･関西大学のスポーツ・文化活動の地域還元

活動地域 関西大学 各キャンパス他

活動期間 2015年4月～（継続中）

今後の展望

研究者の紹介

社会安全学部 教授
亀井 克之

（かめい かつゆき）

リスクマネジメント論
関西大学経済・政治研究所
SHC班 主幹

（１）産業セミナー（2015年10月14日、2016年10月5日）、公開セミナー（2016年3月24日）を開催
（２）研究双書『市民マラソンがスポーツ文化を変えた』（関西大学出版部）を出版
（３）関西大学経済・政治研究所×関西大学カイザーズクラブ×保健体育主事会合同によるランニングイベント

「いっしょに走ろう ランニングの秋を楽しもう」を開催

（１） SHC研究班による産業セミナー、公開セミナーでの研究報告
（２）アスリートサポート協会による中小企業所属アスリートの支援
（３）海外における地域スポーツ大会（ロンドン・マラソンなど）の調査
（４）地域スポーツに関するアクションリサーチ（市民マラソン調査・参画など）
（５）研究報告・論文発表・書籍刊行
（６）2016年10月開催のイベントと同様のスポーツイベントの企画

大学の役割

成果

施工例

本事業は、SHC研究班が中心となって、「地域社会」「スポーツ文化」をテーマに、企業の健康経営や新たな
アスリート支援の研究を行うものである。同研究班の構成メンバーは各々の研究分野である、経営学・リスクマ
ネジメント・スポーツ社会学・スポーツジャーナリズム・医学などの多彩な視点から研究に取り組んでいる。
2015年4月のSHC研究班発足以降、上記のとおり研究を進めてきたが、2016年3月開催の公開セミナーに、中小企
業に所属しながら競技活動をする吉田香織氏を招いたことを契機に、アスリート支援のあり方の研究も進めるこ
ととなった。同年10月には、関西大学保健体育主事会と関西大学が設立したNPO法人カイザーズクラブと合同で
吉田香織氏と打越忠夫氏を招いたランニングイベントと産業セミナーも開催した。
多種多様な連携のネットワークを広げることにより、学術研究者・教育者・スポーツ指導者・競技者の知見が

融合し、研究を推し進めるうえで重要な相乗効果を発揮している。

大阪芸術大学 教授
増田 明美

（ますだ あけみ）

スポーツジャーナリスト
関西大学経済・政治研究所
SHC班 委嘱研究員
ロス五輪女子マラソン日本代表

TeamR×L
吉田 香織

（よしだ かおり）

一般社団法人アスリートサポート協会理事
2016北海道マラソン優勝
「市民ランナーの星」として活躍中

マラソン指導者
打越 忠夫

（うちこし ただお）

一般社団法人アスリートサポート協会代表理事
1993世界選手権 マラソン5位
ユニークな指導法で知られ吉田選手の活躍を支える

人間健康学部 教授
西山 哲郎

（にしやま てつお）

スポーツプロモーション
関西大学経済・政治研究所
SHC班 研究員

人間健康学部 教授
杉本 厚夫

（すぎもと あつお）

スポーツ社会学
関西大学経済・政治研究所
SHC班 研究員

2016年10月ランニングイベントの様子

2016年10月5日 SHC研究班主催の産業セミナーでの発表の様子（左）と関係者の集合写真（右）


